
2021年4月1日

東京労働局労働基準部安全課

高年齢労働者の労災事故防止について
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ポイント 身体機能の低下に配慮した対策

「視聴覚機能の補助」
全体照明・局所照明の改善、標示の簡素化・拡大 など

「筋力等の低下への配慮」
段差の除去、作業の機械化、始業前体操 など

労働安全衛生法第６２条「中高年齢者等についての配慮」

事業者は、中高年齢者その他労働災害の防止上その就業に当たって特
に配慮を必要とする者については、これらの者の心身の条件に応じて
適正な配置を行うように努めなければならない。

エイジフレンドリーガイドライン
（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン）

高年齢労働者就労状況や業務内容等の実情に応じ、高
年齢労働者の特性を考慮した対策を講じましょう。

高年齢労働者の安全対策



参考「60歳以上の常用労働者の推移」（全国）
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資料出所：厚生労働省
令和５年「高年齢者雇用状況等報告」
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資料出所：厚生労働省

令和５年「高年齢者雇用状況等報告」

参考「70歳以上の常用労働者の推移」（全国）
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高年齢労働者の安全対策

～エイジフレンドリーガイドライン～
（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン）

１ 安全衛生管理体制の確立
→経営トップによる方針表明と体制整備
→高年齢労働者の労働災害防止のためのリスクアセスメントの実施

２ 職場環境の改善
→身体機能の低下を補う設備・装置の導入（主としてハード面の対策）

→高年齢労働者の特性を考慮した作業管理（主としてソフト面の対策）

３ 高年齢労働者の健康や体力の状況の把握
→健康診断による状況の把握、体力チェックなど

４ 高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対策
→個々の高年齢労働者の健康や体力の状況を踏まえた対応

→心身両面にわたる健康保持増進措置

５ 安全衛生教育
→高年齢労働者、管理監督者等に対する教育



転倒災害防止対策

〇直立二足歩行は、運動機能・感覚器官・中枢機能の高次の処理機能により実

現されています。二本足で歩けることは当たり前のことではありません。

（二足歩行ロボットはなかなか実用化されません。機械ではすぐ転倒！）

〇高齢化により転倒災害は発生しやすくなっています。

（筋力、平衡機能、視力（薄明順応）、反射神経・・・の機能低下）

〇高齢化の進展の早さに対し、作業環境の整備の遅れ、転倒災害についての知

識不足などにより転倒災害は増加しています。

〇高年齢労働者の豊富な経験・知識・判断力を生かしつつ、転倒災害を防止す

るための対策を行うことが求められています。

「社員がなんでもないところで転んでしまうのですがどうしたらよいでしょう？」



転倒災害防止対策

1.何もないところでつまずく、足がもつれて転倒
• 人は加齢とともに転びやすくなります。自分は大丈夫だろうと思わず、転んで骨折する

かもしれないという意識を持って歩行や作業をしてください。

• 転倒や怪我をしにくい身体づくりをしましょう。

• 走らないようにしましょう。

2.段差、家具等につまずいて転倒（見えていない）
• 前をよく見て歩行、作業しましょう。

• 事業場内の危ない箇所は「見える化」等の対策をしましょう。

3.浴室、脱衣所等の水場で滑って転倒

4.こぼれていた水、洗剤等で滑って転倒（見えていない）
• よく見て歩行、作業しましょう。

• 見つけたらほかの労働者の転倒防止のためにもすぐに拭きとりましょう。

• 水拭き等の後は、乾くまで他の労働者が入らないようにしましょう。

5.雪、雨で滑って転倒
•  積雪・降雨時の歩行や作業に注意しましょう。

転倒災害の主な要因と対策



転倒災害防止対策

1. 一般に加齢とともに身体機能が低下し、転倒しやすく

なります

✔「転びの予防 体力チェック」

✔「毎日かんたん！ロコモ予防」（出典：健康寿命をのばそう SMART LIFE PROJECT）

2. 特に女性は加齢とともに骨折のリスクも著しく増大し

ます

✔「骨粗鬆症健診」を受診

✔骨粗鬆症予防も一緒に！「骨活のすすめ」

（出典：健康寿命をのばそう SMART LIFE PROJECT）

加齢等による転倒リスク・骨折リスク



労働者の転倒災害（業務中の転倒による重症）を防止しましょう



介護労働者の転倒災害（業務中の転倒による重症）を防止しましょう
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積雪や凍結による転倒災害を防ぎましょう



12

積雪や凍結による転倒災害を防ぎましょう

１１ 気象情報の活用によるリスク低減の実施

▢大雪、低温に関する気象情報を迅速に把握する体制の構築
▢警報･注意報発令時等の対応マニュアルの作成、関係者への周知
▢気象状況に応じた出張、作業計画等の見直し

２ 通路、作業場所の凍結等による危険防止の徹底

▢屋外通路や駐車場における除雪、融雪剤の散布による安全通路の確保
▢事務所への入室時における靴裏の雪、水分の除去、凍結のおそれのある
屋内の通路、作業場への温風機の設置等による凍結防止策の実施

▢屋外通路や駐車場における転倒災害のリスクに応じた「危険マップ」の
作成、関係者への周知

▢凍結した路面、除雪機械通過後の路面等における荷物の運搬方法、作業
方法の見直し

▢凍結した路面や凍結のおそれがある場所（屋外通路や駐車場等）におけ
る転倒防止のための滑りにくい靴の着用の勧奨

３ 働く高齢者の特性に配慮した転倒災害防止対策

▢エイジフレンドリーガイドラインに基づき、働く高齢者の特性に配慮した対策を実施
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エイジフレンドリー補助金のご案内（令和7年度も実施予定）
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～ＴＨＰ（トータル・ヘルスプロモーション・プラン）指針～
（事業場における労働者の健康保持増進のための指針）

加齢に伴う筋力や認知機能等の低下が転倒等の労働災害リスクにつながる
ことや「エイジフレンドリーガイドライン」等を踏まえ、労働者の健康状
況の継続的な把握等、労働者の高齢化を見据えた取組について明確化する

ため指針を改正(令和５年３月31日）

① 加齢とともに筋力や認知機能等の心身の活力が低下するフレイルやロコモティブ
シンドロームの予防に取り組むことが重要であること。

② 加齢に伴う筋力や認知機能等の低下は転倒等の労働災害リスクにつながることか
ら、健康状況の継続的な把握のもと、エイジフレンドリーガイドラインに基づき
対応することが重要であること。

③ 体力の状況を客観的に把握し、自らの身体機能の維持向上に取り組めるよう、以
下の健康測定等を実施すること
・転倒等のリスクを確認する身体機能セルフチェック
・加齢による心身の衰えを確認するフレイルチェック
・移動機能を確認するロコモ度テスト

～主な改正点～

労働者の健康保持増進



見える化



職場における転倒・腰痛予防対策動画

資料出所：厚生労働省HPより

転倒・腰痛予防！「いきいき健康体操」



転びの予防 体力チェック

資料出所：中災防HPより



■「毎日かんたん！ロコモ予防」特設Webコンテンツ 概要
•URL：https://www.smartlife.mhlw.go.jp/event/locomo/

（「スマート・ライフ・プロジェクト」公式サイト内）
•公開日：令和５年10月27日（金）
•内容：ロコモについての基礎知識やロコモチェック、予防対策を3つ
の動画で紹介

・Part1（知っておきたいロコモの基本）
・Part2（あなたの「ロコモ度」チェック）
・Part3（ロコモを防ぐ「ロコトレ」）

ロコモ予防

資料出所：厚生労働省HPより

https://www.smartlife.mhlw.go.jp/event/locomo/


■「みんなで女性の健康を考えよう」特設Webコンテンツ 概要
•URL：https://www.smartlife.mhlw.go.jp/event/honekatsu/

（「スマート・ライフ・プロジェクト」公式サイト内）
•公開日：令和５年10月20日（金）
•内容：骨粗しょう症についての症状や基礎知識、予防対策を5つの動画で紹介

・part1（基礎編 骨活はなぜ必要なの？）
・part2（10代編 一生の土台が決まる大事な「骨の成長期」）
     （20代～30代編 過度なダイエットは骨密度を低下させる）
     （40代～50代編 「更年期」を「幸年期」にしよう）
     （60代以上編 骨密度をチェックし、転倒予防対策も実施）

骨活のすすめ

資料出所：厚生労働省HPより

https://www.smartlife.mhlw.go.jp/event/honekatsu/


Safe Work TOKYO
～トップが発信！みんなで宣言 一人一人が「安全・安心」～

東京労働局
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